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令和 4 年 10 月 3 日  

副学校長挨拶 

 日ごろより、本校の教育活動にご理解・ご協力をいただき、ありがとうございます。寒

暖の差が激しくなりました。皆さん、体調を崩されませんように!! 

 新型コロナウイルス感染症のため、講義・実習・学校行事は、未だ、影響をうけていま

す。引き続き、皆様方のご理解とご協力を、どうかよろしくお願いいたします。 

 私事ですが、視能訓練士の国家試験に合格し就職した次男が一人暮らしを始め、半年が

経とうとしています。週末には、近くに住む長男夫婦や孫が、頻繁に遊びに来てくれるの

で楽しく過ごしているのですが、子どもたちの成長を嬉しく、頼もしく感じると同時に、

一抹の寂しさも実感しています。コロナ禍ですが、自分の趣味や友人との時間も大切に

し、かわいく年をとっていけたらいいなぁと思う、今日この頃です。 

 

１．本校の学生の就職活動と就職状況 

本校の教育理念は「埼玉県東部地域における保健・医療・福祉に寄与する看護実践者

の育成」です。学生たちには、卒業後、地域に貢献しうる医療人として活躍してほしい

と切に願っています。現在、就職希望の 3 年生全員が、春日部市立医療センターをはじ

め、就職希望病院の内定を頂くことができました。臨地実習や国家試験対策と並行して

の就職活動は、大変だったと思いますが、努力が報われて良かったですね。また、進学

希望(保健師・助産師学校、もしくは大学 3 年次編入)の学生もおります。それぞれの学

生が、自分の夢を叶えるため、努力を継続しましょう。 

1･2 年生は、他人事と思わず、近い将来に向けて、理想とする看護師像に近づくため

自分の看護師としてのキャリアビジョンを、真剣に考えていきましょう。 

 

２．教育実習生のご紹介 

( ①自己紹介 ②本校および学生の印象 ③自分の看護学生時代を振り返って )  

本校では、看護教員養成の教育実習生を毎年、受け入れています。今年度は、人間総 

合科学大学の教育実習生を 1 名お迎えしました。自己紹介と、本校での教育活動を通

して感じられたことをお聞きしてみました。11 月 16 日までの教育実習となります。ど

うかよろしくお願いします。 

           



 

 ①昨年度、戸田中央看護専門学校に入職し、看護教員の資格を取得するため、通信制大 

学に編入学し勉強中です。臨床では、内科病棟や循環器病棟、救急外来などで経験を積 

んできました。皆さんと一緒に、多くのことを学んでいきたいと思います。 

 ②私が勤務する看護学校は、1 学年の定員が 120 人なので、30 人定員という貴校とは、 

大きな違いがあります。教職員の皆さんが、授業・演習・実習以外の場面でも、一人一 

人の学生に、丁寧に対応されているなぁという印象です。 

そして、学生の皆さんは、礼儀正しく、看護師を志す気持ちがその姿勢に表れていて、 

私も一緒に頑張ろうという気持ちが強くなりました。 

 ③看護師免許を取得してから、20 年以上経ちますが、学生時代に教員や患者様から教え 

て頂いたことは、今でも私の看護観の基盤となっています。 

学生の皆さんも、これから看護の道を歩んでいく中で、看護学生時代を思い出すことが 

あると思います。看護学校で過ごす時間や経験、友人を大切に、素敵な看護師になって 

ください。私も貴校での学びを、これからの教育活動に活かして、看護を学ぶ学生たち 

に、伝えていけたらよいなぁと思っています。 

   

末本先生、アンケートへのご協力ありがとうございました。本校での教育実習を経て、

学生とともに、看護を語り合える看護教員になってくださることを期待しております。 

 

３．最近の学校行事の様子をご紹介 

 7・8 月に実施した体験型学校説明会の様子です。3 年生の学生たちが、受験生たちの看

護体験や学校案内などを、お手伝いさせていただきました。 

 

 

４．今後の学校行事予定  ※新型コロナウイルス感染症の状況により変更する場合があります。                      

 10 月 11 日(火)    解剖見学；日本大学板橋病院 (AM 1 年生･PM 2 年生) 

10 月 22 日(土)   推薦・社会人入試 (1 年生ボランティア 4 名) 

 11 月 19 日(土)   双葉祭 (全学年)   

 11 月 21 日(月)    代休(全学年)         

 12 月 12～16 日     基礎看護学実習Ⅰ(1 年生)                 

     ※次回は 12 月に第 4 号を発刊予定です。         


